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関
西
大
学
『
国
文
学
』
投
稿
規
定

一
、
投
稿
者
は
、
原
則
と
し
て
関
西
大
学
国
文
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
、
特
例
と
し
て
、
上

記
以
外
の
者
の
投
稿
を
認
め
る
。

三
、
投
稿
論
文
は
、
原
則
と
し
て
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四
〇

枚
以
内
と
す
る
。

四
、
投
稿
論
文
の
採
否
は
、
委
員
会
で
決
定
す
る
。

五
、
投
稿
原
稿
の
返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
添
付
す
る
こ
と
。

六
、
掲
載
さ
れ
た
原
稿
の
著
作
権
は
執
筆
者
が
有
す
る
。
た
だ
し
、

原
稿
の
二
次
利
用
と
し
て
の
電
子
化
利
用
の
権
利
は
、
掲
載

時
点
で
執
筆
者
が
関
西
大
学
国
文
学
会
に
許
諾
し
た
も
の
と

す
る
。

◇
編
集
後
記

　
『
国
文
学
』
一
○
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
、
こ
の
三
月
を

も
っ
て
退
職
な
さ
い
ま
す
、
関
屋
俊
彦
教
授
が
古
稀
を
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
お
祝
い
す
る
べ
く
、
刊
行
い
た
し
ま
す
。

　

関
屋
教
授
は
、
本
学
文
学
部
国
文
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
本
学

大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
・
後
期
課
程
と
進
ま
れ
、
一
九
七
七
年

に
は
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
、
そ

の
二
年
後
、
一
九
七
九
年
に
関
西
大
学
文
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
三
八
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
関
西
大

学
に
お
い
て
研
究
と
教
育
と
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
本

号
は
、
そ
の
学
恩
に
報
い
ん
と
、
二
七
名
が
寄
稿
し
刊
行
す
る
に
い

た
り
ま
し
た
。
関
屋
先
生
と
い
え
ば
狂
言
史
研
究
。
そ
し
て
「
俵
を

重
ね
て
面
面
に
」
の
詞
章
も
め
で
た
く
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
謡
い
舞

い
く
だ
さ
っ
た
姿
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
研
究
に
向
か
わ
れ
る
お

姿
と
、
そ
れ
を
実
践
な
さ
る
お
姿
と
に
、
人
文
学
が
目
指
す
べ
き
理

想
を
教
導
た
ま
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

関
屋
先
生
の
ま
す
ま
す
ご
活
躍
と
、
そ
し
て
か
わ
ら
ぬ
ご
健
康
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
関
西
大
学
は
、
早
春
の
候
。
白
梅
の
香
り
も
芳
し
い
こ
の

頃
で
す
。
国
語
国
文
学
専
修
で
は
、
本
年
度
も
学
士
、
修
士
、
博
士

を
含
め
て
一
三
○
名
ほ
ど
が
卒
業
、
修
了
し
て
い
き
ま
す
。 

（
薫
）


